
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
次
の
と
お
り
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ

り
ま
し
た
。

な
お
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
は
、
奈
良
県
農
林
部
担
い
手
・
農
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
に
お
い

て
平
成
三
十
年
五
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
五
月
十
一
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

マ
ル
ヒ
ロ
フ
ー
ズ
株
式

北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
広

北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
三
吉
元
大
垣

会
社

瀬
一
一
〇
〇
番
地
一

内
方
一
八
六
一
番
ほ
か
二
筆

農
事
組
合
法
人

城
ア


城
市
竹
内
八
三
三
番
地


城
市
平
岡
六
九
七
番

グ
リ
倶
楽
部

一

仲
本

博
文

大
和
高
田
市
大
字
根
成
柿


城
市
笛
堂
四
二
四
番
一

四
八
五
番
地
一
四

仲
本

博
文

大
和
高
田
市
大
字
根
成
柿

大
和
高
田
市
大
字
西
坊
城
一
五
〇
番

四
八
五
番
地
一
四

一


本

博
司

宇
陀
市
榛
原
比
布
七
六
五

大
和
高
田
市
大
字
藤
森
二
四
二
番
二

番
地

上
田

一
十
志

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
岩
壺

御
所
市
大
字
今
住
三
〇
二
番
一
ほ
か

一
六
六
番
地
の
一

四
筆



姜

慧
男

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
桧
垣

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
佐
名
伝
五
四
四

本
二
〇
九
三
番
地
の
九
一

番

大
西

雅
之

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
岩
壺

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
岩
壺
六
一
二
番

一
六
八
番
地

ほ
か
四
筆

杉
本

俊
造

橿
原
市
東
坊
城
町
七
七
一

橿
原
市
一
町
四
五
番

番
地

有
限
会
社
奈
良
ナ
チ
ュ

奈
良
市
西
大
寺
国
見
町
一

天
理
市
楢
町
一
〇
六
番
一
ほ
か
一
筆

ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

丁
目
五
番
五
ー
一
〇
一

井
藤

勝
実

磯
城
郡
田
原
本
町
大
字
保

天
理
市
楢
町
一
五
番
ほ
か
四
筆

津
一
〇
番
地

二

申
請
年
月
日

平
成
三
十
年
四
月
二
十
六
日
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